
緊急講義  

  

 ４月３日（金）１８：００～ 消費者生活センター２階 講座室 無料 

 

少子超高齢社会を迎え、いかに居心地のいい、楽しい地域社会を創っていくかは、今、最も求めら

れていることです。しかし都市化が進み、社会が複雑になり、社会の分業化が進むにつれ、人々

の意思疎通が困難になってきました。関係者の利害対立がからむ問題も少なくありません。 

 

このような状況に対処するには、新しい感性をもった主体間の交流と連携が不可欠であり、国・地

方自治体、民間団体、地域住民などが参加、実践するジョイントセクターの出現が望まれています。 

 

公共セクターと民間セクターのつなぎ役、いわば中間セクターとして、さまざまな分野と立場の人

の交流と連携の機会を設け、豊かな社会づくりに貢献してきた地域交流センターの実践から学び

ます。 ぜひご参加ください。                        主催：大田まちづくり研究会 

 

 

     

まちの駅づくりを中心に地域の特性にあった提案としくみづくりを行います 

手法：まちの駅勉強会・交流会・ワークショップ・実験イベント・運営検討会など 

 

民間でもできるまちの交流拠点が「まちの駅」です。既存の施

設を利用して、“おもてなし”のまちづくりの拠点づくりを行いま

す。「まちの駅」はネットワークすることで大きな効果がありま

す。最近は、まちなかに、数十箇所のネットワークをつくるとこ

ろも増えてきました。 

★まちの駅の登録は、全国まちの駅連絡協議会で認定しています。 
 

「まちの駅」をしっていますか 

「人と人が出会うところから街のエネルギーが生まれる」 

「ネットワークによるまちづくり」を先進的専門家チームの実践から学ぶ 

 

    講師：NPO 法人 地域交流センター代表理事 橋本正法 

 

 


